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回が終了したが、第 2・ 3回は12月、 1月に開催するので別途報告する予定である。今年
度、本事業を企画・実施して気がついたことであるが、教育研究活動推進事業（社会貢献
活動推進事業）の申請および採択結果が前年度中にわかれば、参加しやすい開催日程の設
定、講師の日程調整や募集期間の延長等が可能となり、よりスムーズな運営が可能になる。
─ 184 ─
184
栄養・保健福祉に関わる専門家の卒後研修報告
今後の検討課題にしてもらいたい。
また、本学でも最近メンタルヘルス等が問題になっているので、在学生の参加をもう少
し促すことができればよかったと反省している。是非、本講座アンケートのQ&Aを一読
していただき、参加できなかった方々の今後の生活に役立てていただければ幸いである。
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